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在庫を点検し、
必要な薬剤を取
りに戻ってから
改めて病棟へ補
充に向かわなけ
ればならなかっ
たが、院内ＬＡ
Ｎを通じて薬剤
部にいながら確
認できるように
なり、棚卸の必
要もなくなっ
た。
　このシステム
は、保管庫の扉

を開ける際に指紋認証が必要で、誰が
いつ、どの薬剤を、いくつ取り出した
り、戻したりしたのかを自動でカウン
トしてくれる。ラベルプリンターとも
連動している。操作はタッチパネルで
行い、製品名を画面上の文字、配置場
所のＬＥＤランプ、音声の３つで確認
できるため、取り違いを防止できる。
在庫にない薬剤を医師がオーダーする
と、薬剤部で調製していることもメッ
セージが出る。
　薬剤の種類や数をあらかじめ決めて
おくことによって不要な在庫に歯止め
をかけ、それまで約30万～40万あっ
た病棟在庫を２万弱まで減らし、金額
も３分の１程度に圧縮した。
　薬剤師の活発な
臨床業務を実践で
きる要素の１つに
テクニシャンの存
在がある。
　調製業務を補助
する薬剤テクニシ
ャンを内部認定す
る独自制度を設
け、２年ごとに更
改している。現在
は64人が従事し
ている。事務スタ
ッフが異動で従事
することもあった

が、テクニシャンとして最初から採用
するようになった。
　処方通り計量や分包ができるように
手順をマニュアル化することで、薬剤
師の鑑査にも堪えられる。処方指示を
バーコードでコンピュータが読み取
り、画面に表示される通りの作業を行
い、タッチパネルを操作して次の工程
に進む。計量値は数字のほかにゲージ
で表示することによって感覚的に判別
できるように工夫した。
　放射性薬剤の調製は免許を持つ薬剤
師が担当するが、抗癌剤のミキシング
もテクニシャンの活動領域だ。

　これを可能にするのが抗癌
剤専用全自動調製ロボット
だ。全体的な管理は薬剤師が
コントロールするが、装置の
オペレーションはテクニシャ
ンが代替できる。アームの動
きとボトルやシリンジの重量
を調製前後で計測する。理論
値の処方量、ボトルに残って
いる量などを記録し、ＰＣ端
末から出力できる。閉鎖的環
境で調製することで曝露リス

クを最小化できるメリットも大きい。
さらに最大規格の製品を使えるため薬
剤コスト削減にもつながる。
　薬剤師レジデント制度は、マネジメ
ントスキルの修得を目的に薬学６年制
開始と同時に導入した。１学年１人の
計２人が職員として有給で働いてい
る。採用は通常とは別の「レジデント
枠」で公募している。

　亀田総合病院は太平洋を望
む千葉・鴨川に位置する総数
1000床を誇る一大医療施設
群「亀田メディカルセンター」
の中核施設。
　佐々木忠徳薬剤管理部長は
「医師は診療科横断的に薬剤
を把握することが難しい。薬
物治療のアウトカムを高める
には薬剤師の臨床への介入は
絶対に欠かせない要素。他の
スタッフや機械にできること
は任せて薬剤師は医療の質と
安全をしっかり担保しなけ
ればならない」と指摘する。
　薬剤師の病棟業務は、過
剰な投薬を適正化して患者
の身体的負担を軽減すると
共に、薬剤費を可能な限り
低減することを目的に早く
から推進している。現在で
は事例を集積してアウトカ
ムとしてコスト削減効果を
数字で示すことができるよ
うになってきた。
　病棟に配置する薬剤師の人選は必ず
しも過去の経験を問わない。患者や他
の医療職とのコミュニケーションスキ
ルを重視し、積極性を優先して配置し
ている。

病棟に薬剤師専用室
　病棟には医師、看護師、管理栄養士
などの多職種が集まる「ケアチームス
テーション」の一角に薬剤師室があり、
いつでもチームの一員として薬物治療

について他のスタッフと協
働したり、患者の状態を把
握するためにベッドサイド
へ出向くことができるようになってい
る。
　リアルタイム薬品管理装置を全病棟
に装備し、薬剤部から遠隔で薬剤在庫
をモニタリングしているのも特徴とい
える。
　従来だと薬剤部から毎日、場合によ
っては１日に数回、各病棟に出向いて

　南房総エリアをカバーする基幹病院として地域医療を支える
亀田総合病院は、薬剤テクニシャンの活用や調製ロボットの導
入によって薬剤師が病棟薬剤業務、処方鑑査、薬学的管理指導
などに集中できる体制を整えている。特に病棟には薬剤師86
人のうち15人が常駐し、ローテーションを含めると21病棟の
全てに薬剤師が進出。病棟ではリアルタイム薬剤管理システム
を採用して薬剤在庫の大幅削減にも成功した。また、教育面で
はレジデントを継続的に受け入れ、臨床業務に強い薬剤師を育
成しているのも特徴だ。

ケアステーション内の専用室で
作業する病棟薬剤師
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抗癌剤専用自動調製装置。閉鎖環境でロボット
アームが高精度の調製を行う
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リアルタイム薬品管理装置。３ユニットで１
セットが基本で、救急病棟は５ユニット。緊
急薬は全病棟とも同じ場所に収納している

亀田総合病院　薬剤師は頭脳労働に集中
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